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概略 

花弁の老化（萎れ）は，多くの花き品目において花持ち性（観
賞期間）を制限する主要因である．花弁老化の誘導に植物の老化ホ
ルモンであるエチレンが主導的役割を果たす花きでは，エチレンの
生合成と作用に関わる遺伝子が単離され，遺伝子組換え植物を用い
た方法などによって花弁老化における制御的な役割が明らかにされ
てきた．また，花弁の老化プロセスに関わる遺伝子群についても近
年研究が進められている．演者らは，主要花き品目であるとともに
エチレン誘導型老化を示すカーネーション（Dianthus callyophyllus 

L.）と花弁老化までのステージ区分が容易なキキョウ（Platycodon 

grandiflorus (Jacq.) A. DC.）を用い，花弁老化に関わる遺伝子の探索
とその発現調節のしくみについて研究を行っている．本セミナーで
は，花弁老化とエチレンの関係，および花弁老化への関与が予想さ
れる遺伝子とその発現様式について，演者のこれまでの研究も含め
紹介する． 
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